
                                    
  
行政視察と自主研修に 
参加して ② 

 

５日連続での行政視察・自主研修は、右記枠 

内のとおりです。いずれも時宜にかなった内容 

で、大変参考になりました。 
 

千葉県いすみ市の地域づくり 

７月２２日の自治体学校、特別報告は、千葉 

県いすみ市企画政策課職員による「いすみ市の 

めざす地域づくり」でした。 

 いすみ市は、生物多様性を生かした豊かな地 

域づくり、学校給食米のすべてを有機米に、食 

文化を育成し「美食の街」に、地域経済の中心の担い手は中小企業・農業と位置づける、などのとりくみを通

じ、自治の力で地域を元気に、をめざしている自治体です。 

いすみ市は、２００５年１２月５日に旧夷隅町と旧大原町、                  

旧岬町の３町が合併して誕生した町。温暖な気候と肥沃な耕地に恵

まれ、四季折々の農作物が豊かに実る「田園都市」です。 
                     

【いすみ生物多様性戦略】                

 「自然と共生する里づくり」 

①「自然と共生する里づくり連絡協議会」を中心とした、環境保

全型農業モデル事業の実施  ②コウノトリをシンボルとした

人と生きものに優しい環境保全型農業の普及  ③地域間競争

に負けない農業政策の展開（安心・安全でさらに美味しい農産品 

の生産）  ④一次産業の底上げ  ⑤環境のまちいすみ＝いすみブランドの構築（環境創造型企業の誘致）  

⑥新たな観光産業の振興  ⑦豊かな自然環境を未来の子ども達に継承 

はじめは、無農薬栽培にあたり十分な準備ができなかったため、農家の意見も「無農薬栽培は今のままでは

続けられないし広がらない」だった。そこで取組みを「学びの姿勢」に転換。「有機稲作指導機関」をいすみ市

に招きながら、技術を本格的に学び実践する「有機稲作モデル事業」をスタートさせた。また、「学校給食米の

全てを有機米に」を目標に掲げ、２０１６年には市内全小中学校の学校給食２７０俵（約４０％）に導入して

いる。子どもたちの健康面、情緒面・心理面への影響、これを契機に子ども達の農家への想いを導く、環境に

配慮した農産物の地産地消促進、身土不二の価値観を広げ、しいてはいすみ市・いすみ米「いすみっこ」の全

国ＰＲにつなげる。国連大学サステイナビリティ高等研究所から優良事例として評価され各国への支援に活用

されている。 現在、鹿児島県鹿屋市柳谷自治公民館長から「土着菌」を学び、国の交付金を活用し土着菌農

法の本格化を目指している。 
 

【美食の街いすみ】 「ここだけのもの、今だけのもの、あなただけのもの」をつくり、いすみ市の産物を

ブランド化（いすみブランド）し、全国に販売して市域の所得向上をめざす。さまざまな取り組みを                

通じていすみ市を「美食の街」として確立し、地域創生の柱とする。地域全体の食材レベル、料理レベルの向

上を通じて地域所得や雇用の向上を図り、「美食の街サンセバスチャン化計画」を推進する。 
 
<大名の感想> 街づくりの基本を「環境重視と市民の『心と体』の育成」とし、これを市のリーダーシップで

市民とともにつくりだしていることに感動。全国が学べるといいと思う。国政においても基本にしてほしい。 
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７月２０日（木）群馬県みどり市岩宿博物館 

群馬県高崎市かみつけの里博物館 

７月２１日（金）山梨県南アルプス市ふるさと文化伝承館 

７月２２日（土）自治体学校  

記念シンポジウム＝住民参加で輝く自治体を 

     特別報告＝千葉県いすみ市のめざす地域づくり 

７月２３日（日）自治体学校 

 分科会＝公共施設とまちづくり 

 ナイター企画＝わたしのまち、あなたのまちの 

生活保護を考えてみよう 

７月２４日（月）自治体学校 

 全体会＝特別講演：社会教育・公民館の役割と地方

自治 

 
いすみ市職員が報告時使ったパネルより 


